
１．はじめに

２．収蔵に関しての経緯

３．選定主旨

４．収蔵品の活用と展開

造形学部収蔵品の基礎調査の実践および
デジタルアーカイブ、それらの大学教育へのアプローチ考察
An Elemental Study of the Digital Archiving of Collections in the Faculty of Art and Design; 
Consideration Towards University Education

　2002年（平成14年）常葉学園大学造形学部（現在：

常葉大学造形学部）開設にあたり、新学部準備のた

めの設置経費で購入した作品群を収蔵している。

教育研究に活用する目的で、現代美術の版画作品と

アーティストブック、ポスター、北欧のデザイナー

ズチェア、中国の掛け軸と日本の浮世絵のレプリカ

を当時の大規模な予算をかけて購入した。造形学部

は、小笠郡菊川町（現在：菊川市）で30年余続いた

常葉学園短期大学美術デザイン科を母体として改組

され、開学当初は常葉学園大学菊川校舎として菊川

の地で教育研究活動を始めた。その際、同敷地内に

故木宮栄彦学園長が、美術を学ぶ学生に本物を鑑賞

させたいと開設された常葉美術館があり、それら作

品群は収蔵庫に間借りして保管をしていた。2005年

（平成17年）には、造形学部の静岡瀬名校舎への移

転が決まり、それまで使用していた教材、施設、人

員は菊川の地を後に瀬名校舎へ大掛かりな引越しを

した。作品群は、保管場所が見当つかず、収蔵庫に

保管されたままとなってしまった。学部のカリキュ

ラムの変更で教育的な利用の必然性が出てきたこ

と、また購入当時の教員の退任などで作品群の存在

が薄れてきていることを危惧し、2013年（平成25年）

に、瀬名校舎に仮保管場所を確保し、すべての作品

を瀬名校舎に移動した。本稿は、作品群の伝承の基

盤作りと教育的利用の可能性と実践の考察を研究目

的として本稿をまとめて行く。地道で、時間の掛か

る研究ゆえ順次まとめた内容を紀要に掲載する。

　選定作業は、造形学部設立前の常葉学園短期大

学美術デザイン科教員が担当した。日本美術が専門

の日比野秀男先生は、全て複製の中国画、日本と中

国の巻物、浮世絵、プロダクトデザインが専門の清

水正義先生（退任）は北欧のデザイナーズチェア、洋

画が専門の坂田和之先生（退任）と現代美術が専

門の蜂谷充志は現代美術の版画、アーティストブッ

ク、ポスターをそれぞれの専門性に於いて発案選定

した。購入は、紀伊国屋が各業者との仲介を行い事

務方で処理をしたため、正確な購入金額は現場の私に

は知らされなかったが、総体で２千500万円であった。

先ず選定主旨を明確にし、リストアップにあたった。ここでい

う選定の大きな理由はいうまでもなく、研究資産としての意

味と教材としての活用にあった。手順は以下の通りである。

主旨決定→リストアップ→主旨、予算を考慮し再リストアッ

プ→現物確認と精査→第三者と共に適正価格の確認→

最終リスト決定、提出→業者との事務処理→現物授受。

上記の中の第三者による外部評価には、当時富山県

立美術館杉野学芸課長に委嘱し、実物の真贋および

適正評価価格等を議論し最終選定を菊川校舎３号館

にて行った。

　中国の南画、中国と日本の巻物、浮世絵（北斎、

歌麿、広重など）は、すべて複製で、博物館学等で

の取り扱いの実習を目的として、日比野先生が選

定した。北欧のデザイナーズチェアは、ハンス・

J・ウェグナーのデザインを受けて正規生産された

代表作の７脚は、プロダクト系の学生の家具教材と

して、清水先生が選定した。版画作品、アーティ

ストブック、ポスターは、現代美術作品としてお

よそ1950年代以降の物とし、世界を俯瞰できるよう

ドイツ、フランス、ロシア、アメリカ、日本の作

家作品を選んだ。版画作品は、一点の直筆作品と

比較して安価でありながら、作家の直接的な関与

が見られ思想も反映している。主にアートを学ぶ

学生に版画技法の模範、現代美術の変遷を体感で

きる教材ととして、坂田先生と蜂谷が選定した。

選定した作品群は、全世界の美術館に収蔵されてい

るものである。

　その後、いくつかの作品の寄贈を受け、コレク

ションを追加している。

　これまで、2002年（平成14年）に常葉美術館、2014

年（平成26年）に鴨江アートセンターの２回の展覧

会で一般公開したが、当初予定の教材として活用

する機会がなく、ほぼ10年間収蔵庫で眠っていた。

平成21年の造形学部の新カリキュラムに伴い、アー

ト表現コース版画の授業で活用を試みるようになっ

た。一連の作品群を改めて確認するにつれ、造形学

部の専門性に於いて大変有効な研究資財となる可能

性を再確認し、新生常葉大学の共同研究課題に位置

づけ、平成23年度より検証と整備を始めた。将来に

わたり造形学部での教育研究活動ができるよう基盤

作りを目指している。

　専門大学での教育的利用の研究と、管理保管とい

う立場の責任とシステムの明確化する目的を目指し
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ていく。人（スタッフ）は流動するが、作品は造形

学部に留まることは明らかな事象なので、大学の学

部がこれにどのように対処していくべきかを再検討

の必要がある。

　学園には常葉美術館（収蔵品も多数）があり、専

門教育機関の造形学部もあり、人材と設備はある程

度整備されつつある。地方の私立大学で、造形、展

覧、研究、保管（継続）を一連のサイクルで教育で

きることを強みと捉え、学内教育から生涯教育まで

の様々な方法論を検討できればと思っている。

2002 年（平成 14 年）、常葉美術館

2014 年（平成 26 年）、鴨江アートセンター
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活用事例

2002年　常葉美術館での展覧会。図録なし。

2007年　フェルケール博物館でのポスター展。

（寄贈を受けたポスター）

2014年　浜松鴨江アートセンターでの展覧会。

図録なし。

　その他、専門教員による任意の授業利用。

（版画、平面制作、ビジュアルデザイン、プロダク

トデザイン）常葉大学内に展示。

　これらの研究資産（作品群）の基礎調査とアーカ

イブ化を目的に、研究を進めさせていただける平成

26年度常葉大学共同研究の機会をいただいた。現代

美術の作家の版画を中心とした貴重な芸術作品コレ

クションの作調査を行い、デジタルアーカイブして

デジタルコンテンツ資料を作成する。さらに、現物

とともに大学教育の実践教育なアプローチを研究を

遂行を目指している。収蔵品の中には既に80年前に

制作されたものもあり、文化財として大切なものと

なるだろう。それらを専門の学部の管理のもと、将

来にわたり造形学部での教育研究活動ができるよう

にしたい。

　教育現場での活用を考えると、作品制作に関わる

模範、歴史的な視点での美術史の研究はもちろんの

こと、鑑賞教育の研究、デジタル化してのアーカイ

ブの可能性の研究、それにまつわる技術研究などが

考えられる。美術史的に確定した評価は、今後も下

がることはない。これらの研究をオリジナルを利用

して行える将来にわたる優位性は計り知れない。

１、作品の保護研究

２、作品鑑賞をより自由な形に　作家研究

３、作品（展覧困難）によっては有効的な鑑賞法

４、逆説的な意味で、実物のすばらしさの発見　

（触覚　臭覚）

５、デジタル・ディバイスの利用

６、芸術家（専門家）による監修とコンテンツ制作
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５．作品目録

常葉大学造形学部　コレクション目録
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マーグ財団　オリジナルポスター
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６．おわりに

　ディバイスが向上したとはいえ、地道な作業と手

間がかかる研究作業である。学部での教育研究は創

作作業の指導を中心と考えには揺るぎはないが、ま

とめ方（ポートフォリオ）、保存の方法（アーカ

イブ）、展覧（エキシビション）のローリングをソ

フトとハードの両面をバランスよく教育研究するこ

とで、社会における芸術分野の専門知識を持った人

材を育成できるのではないだろうか。高度なスキル

とマンパワーを保持する専門機関の常葉大学の存在

は、美術館とは違った意味で地域社会の文化と芸術

教育の拠点となる可能性を秘めている。大学が芸術

作品を収蔵することは、社会的な使命を背負うこと

になる。専門の研究教育機関を「知の記録組織」と

いうように、記録のみでない利用を考えると、教育

資産としての有効活用という考えも出てくる。常葉

美術館（他館、他組織）との連携して、鑑賞と保存

並びに教育的な利用法を研究の可能性を探ることも

できる。これは、常葉の共有資産であること公に

し、学園の芸術分野の質をより一層ためることにつ

ながるのではなかろうか。
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